
１

は
じ
め
に

借
地
借
家
法
は
一
三
条
で
、
借
地
権
の
存
続
期
間
が
満
了
し
て
、
借
地
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
で
終
了
し
た
と
き
、
借
地
権
者
の
建
物

買
取
請
求
権
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
一
四
条
で
借
地
権
が
譲
渡
ま
た
は
転
貸

(

以
下
譲
渡
等
と
い
う)

さ
れ
借
地
権
設
定
者
が
こ
れ
を
承
諾

し
な
い
と
き
、
借
地
権
の
譲
受
人
等
は
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。

借
地
権
は
非
常
に
強
い
権
利
で
あ
り
、
契
約
期
間
が
満
了
し
て
も
、
通
常
借
地
人
は
借
地
契
約
の
存
続
を
望
む
の
で
契
約
が
更
新
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
期
間
が
満
了
し
て
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
で
終
了
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
同
法
一
三
条
を
根
拠
に
建
物
買

取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
か
つ
て
は
借
地
権
の
無
断
譲
渡
等
に
よ
り
借
地
契
約
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
は
そ
こ
そ
こ

実
例
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
借
地
法
が
改
正
さ
れ
借
地
権
譲
渡
等
に
つ
き
地
主
の
承
諾
に
代
わ
る
許
可
の
裁
判
制
度
が
新
設
さ
れ

(

九
条

の
二)

、
そ
れ
が
借
地
借
家
法
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で

(

一
九
条)
、
借
地
権
の
無
断
譲
渡
等
に
よ
る
借
地
契
約
の
解
除
に
伴
う
建
物

買
取
請
求
権
の
行
使
の
事
例
も
大
巾
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
に
伴
う
訴
訟
法
上
の
問
題
を
考
え
る
意
義

は
少
し
薄
れ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
が
、
ま
だ
、
理
論
的
な
問
題
は
置
き
去
り
に
さ
れ
た
ま
ま
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
、
こ
こ
で
建
物
買

取
請
求
権
の
行
使
に
伴
う
実
体
法
と
訴
訟
法
が
交
錯
す
る
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(

須
田)

一

�������������������
須

田

政

勝



２

建
物
買
取
請
求
権
の
性
質
等

こ
れ
ま
で
の
建
物
買
取
請
求
権
に
関
す
る
判
例
、
学
説
の
到
達
点
を
み
て
お
く
こ
と
は
同
権
利
行
使
が
訴
訟
法
上
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
を
考
え
る
に
当
っ
て
は
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
こ
の
点
か
ら
定
説
的
な
と
こ
ろ
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
本

稿
の
目
的
は
建
物
買
取
請
求
権
の
実
体
法
上
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
主
眼
で
な
く
、
同
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
と
き
の
訴
訟
法
上
の

問
題
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
に
ま
つ
わ
る
実
体
法
上
の
問
題
に
は
深
入
り
し
な
い
。

建
物
買
取
請
求
権
の
法
的
性
質
は
請
求
権
で
は
な
く
、
形
成
権
で
あ
る
と
さ
れ

(

最
判
Ｓ
四
二
・
七
・
二
○
民
集
二
一
・
六
・
一
六
○

一
、
我
妻
栄

｢

債
権
各
論
中
巻｣

四
九
○
頁
ほ
か)

、
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
と
、
同
時
に
建
物
の
所
有
権
移
転
の
効
果
が
発

生
す
る
と
解
さ
れ

(

最
判
Ｓ
三
○
・
四
・
五
民
集
九
・
四
・
四
三
九
、
最
判
Ｓ
四
二
・
九
・
一
四
民
集
二
一
・
七
・
一
七
九
一)

、
売
買

同
様
の
効
力
が
生
じ
る
と
す
る
の
が
通
説
で
も
あ
る

(
１)

。

そ
し
て
、
借
地
借
家
法
一
三
条
、
一
四
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る

｢

建
物
を
時
価
で
買
取
る｣

と
い
う
趣
旨
は
、
建
物
を
取
り
毀
し
た
場

合
の
動
産
と
し
て
の
価
格
で
な
く
、
建
物
が
現
在
す
る
ま
ま
の
状
態
に
お
け
る
価
格
で
あ
っ
て
、
敷
地
の
借
地
権
の
価
格
は
加
算
す
べ
き

で
は
な
い
が
、
そ
の
建
物
の
存
在
す
る
場
所
的
環
境
は
参
酌
し
て
算
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(

最
判
Ｓ
三
五
・
一
二
・
二
○
民
集

一
四
・
一
四
・
三
一
三
○)

。
通
説
も
こ
れ
に
賛
成
し
て
い
る

(

２)

。

と
い
っ
て
も
、
こ
の

｢

時
価｣

は
一
義
的
に
明
白
で
な
い
の
で
や
っ
か
い
で
あ
る
。
売
買
で
あ
れ
ば
当
事
者
間
に
お
い
て
代
金
が
約
定

さ
れ
て
お
り
価
額
は
一
義
的
に
明
瞭
で
あ
る
が
、
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
と
き
の
時
価
は
、
賃
貸
人
側
は
よ
り
安
く
、
借
地
権

者
も
し
く
は
借
地
権
を
譲
受
等
し
た
第
三
者

(

以
下
第
三
取
得
者
と
い
う)

は
よ
り
高
い
価
格
を
考
え
る
の
で
、
当
事
者
で
折
合
う
こ
と
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は
そ
う
簡
単
で
な
く
、
い
き
お
い
訴
訟
の
場
に
お
け
る
鑑
定
を
し
て
、
裁
判
所
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
建
物
買
取
請
求
権
は
抗
弁
権
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る

(

３)

。
こ
の
点
は
後
に
少
し
触
れ
る
。

３

建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
局
面

期
間
満
了
に
よ
る
借
地
契
約
の
非
更
新
が
あ
っ
て
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
に
し
て
も
、
ま
た
、
借
地
権
の
無
断
譲
渡
等
が
あ
っ

て
第
三
取
得
者
が
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
す
る
に
し
て
も
、
訴
訟
外
で
そ
れ
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
か
、
極
め
て
少
な
い
で

あ
ろ
う
。

お
お
か
た
は
、
借
地
期
間
が
満
了
し
て
も
借
地
権
者
は
通
常
契
約
の
更
新
を
望
む
の
で
、
契
約
は
更
新
さ
れ
て
い
る
と
争
い
、
ま
た
、

借
地
権
の
無
断
譲
渡
等
が
あ
っ
て
も
、
第
三
取
得
者
は
無
断
譲
渡
等
を
争
う
か
、
ま
た
は
賃
貸
人
の
承
諾
が
あ
っ
た
と
争
い
、
借
地
権
者

ま
た
は
第
三
取
得
者
が
借
地
契
約
の
終
了
を
容
易
に
認
め
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
実
際
に
は
借
地
権
設
定
者
が
期
間
が
満
了
し
た
と
し
て
、

あ
る
い
は
無
断
譲
渡
等
が
あ
っ
た
と
し
て
、
借
地
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
に
対
し
て
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
の
訴
訟
を
提
起
し
た
と
き

に
、
借
地
人
ま
た
は
第
三
取
得
者
に
よ
っ
て
建
物
買
取
請
求
権
は
裁
判
上
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
借
地
権
設
定
者

(

実
際
に
は
、
土
地
所
有
者
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
以
下
賃
貸
人
と
い
う)

が
借
地
期
間
満
了
、
契
約
非
更

新
を
理
由
に
借
地
人
に
対
し
て
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
を
、
借
地
権
の
無
断
譲
渡
等
の
と
き
は
、
賃
貸
人
が
借
地
人
に
対
し
て

借
地
契
約
の
解
除
を
原
因
に
建
物
収
去
土
地
明
渡
、
第
三
取
得
者
に
対
し
て
は
所
有
権
に
基
づ
き
建
物
退
去
土
地
明
渡
の
請
求
訴
訟
を
提

起
し
、
借
地
権
者
ま
た
は
第
三
取
得
者
は
賃
貸
人
の
請
求
原
因
を
否
認
す
る
か
、
借
地
権
譲
渡
等
の
場
合
は
、
さ
ら
に
賃
貸
人
の
承
諾
が

あ
っ
た
と
抗
弁
を
主
張
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
予
備
的
に
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
す
る
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(

須
田)

三



こ
の
よ
う
に
建
物
買
取
請
求
権
の
裁
判
上
の
行
使
は
仮
定
的
も
し
く
は
予
備
的
に
、
か
つ
、
抗
弁
権
的
に
主
張
さ
れ
る
。
抗
弁
権
的
に

と
い
う
の
は
、
賃
貸
人
か
ら
の
契
約
期
間
満
了
に
よ
る
借
地
契
約
の
終
了
を
原
因
に
、
ま
た
は
、
借
地
権
の
無
断
譲
渡
等
を
原
因
に
建
物

収
去
土
地
明
渡
の
請
求
に
対
し
、
借
地
人
ま
た
は
第
三
取
得
者
の
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
の
主
張
は
売
買
類
似
の
効
果
を
発
生
さ
せ
る

だ
け
で
、
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
請
求
を
拒
む
理
由
と
は
な
り
え
な
い
が
、
つ
ま
り
、
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
請
求
に
対
す
る
直
接
の
権

利
障
害
ま
た
は
権
利
消
滅
の
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
が
、
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
て
後
に
述
べ
る
留
置
権
ま
た
は
同
時
履
行
の
抗
弁

と
一
緒
に
主
張
す
る
と
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
請
求
を
拒
む
理
由
に
は
な
り
う
る
。
そ
の
意
味
で
は
裁
判
上
に
お
け
る
同
権
利
の
行
使
は

抗
弁
権

(

権
利
抗
弁)

の
性
質
を
有
す
る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
賃
貸
人
が
借
地
契
約
の
終
了
等
を
原
因
に
借
地
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
を
相
手
に
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
の
裁
判
を

提
起
し
た
と
き
、
建
物
買
取
請
求
権
が
裁
判
上
に
お
い
て
借
地
人
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
借
地
期
間
の
満
了
に
伴
う
借

地
権
の
非
更
新
、
も
し
く
は
、
借
地
権
無
断
譲
渡
等
に
よ
る
借
地
契
約
解
除
の
主
張
を
認
め
建
物
収
去
土
地
明
渡
等
の
判
決
が
確
定
し
た

後
に
、
建
物
買
取
請
求
権
が
裁
判
上
ま
た
は
外
で
行
使
さ
れ
、
そ
れ
が
後
訴
等
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る

か
を
中
心
に
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
第
一
は
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
等
の
裁
判
中
に
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
借
地
借
家
法
一
三
条
、
一
四
条

の
建
物
買
取
請
求
権
は
前
記
の
と
お
り
通
常
借
地
権
者
ま
た
は
第
三
取
得
者
が
、
借
地
契
約
の
終
了
を
争
い
、
裁
判
が
進
行
し
て
い
く
経

過
の
中
で
、
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
賃
貸
人
の
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
等
の
請
求
が
認
め
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
初
め
て
、
借
地
人
ま
た
は

第
三
取
得
者
が
仮
定
的
も
し
く
は
予
備
的
、
か
つ
抗
弁
的
に
主
張
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
権
利
行
使
は
い
き
お
い
一
審
の
途
中
な
い
し

は
一
審
で
敗
訴
し
た
借
地
権
者
ま
た
は
第
三
取
得
者
が
控
訴
し
て
、
控
訴
審
に
お
い
て
主
張
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
こ
で
は
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
が
訴
訟
上
認
め
ら
れ
た
と
き
、
賃
貸
人
の
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
と
の
関
係
は
ど
う
な
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る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

な
お
、
訴
訟
上
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
が
時
期
に
遅
れ
た
防
御
方
法
と
し
て
、
そ
の
主
張
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

(

最
判
Ｓ
四
六
・
四
・
二
三
判
時
六
三
一
・
五
五)

。
も
し
、
建
物
買
取
請
求
権
の
主
張
が
訴
訟
上
同
理
由
で
排

斥
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
同
請
求
権
行
使
の
帰
趨
は
そ
の
後
ど
う
な
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
一
旦
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
が
、
訴

が
取
下
さ
れ
た
と
き
建
物
買
取
請
求
権
の
帰
趨
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
訴
訟
上
問
題
と
な
り
う
る
が
、
こ
れ
は
訴
訟
上
の
形

式
権
行
使
と
し
て
一
般
に
説
か
れ
て
い
る
の
で

(

三
上
威
彦

｢

訴
訟
に
お
け
る
形
成
権
行
使｣

民
事
訴
訟
法
の
争
点
第
三
版
一
七
六
頁
ほ

か)

、
こ
こ
で
は
記
述
を
割
愛
す
る
。

第
二
は
、
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
を
認
め
た
判
決
確
定
後
に
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使

は
判
決
の
効
力
で
遮
断
さ
れ
る
の
か
、
さ
れ
ず
に
後
訴
を
提
起
し
て
争
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
前
の
判
決
の
執
行
力
、
あ
る
い
は
建
物
の

所
有
権
移
転
登
記
等
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
実
体
法
上
、
訴
訟
法
上
問
題
と
な
る
。

以
下
第
一
の
問
題
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

４

建
物
買
取
請
求
権
が
訴
訟
上
行
使
さ
れ
た
と
き

賃
貸
人
が
借
地
借
家
法
一
三
条
の
要
件
を
充
足
す
る
と
し
て
、
借
地
契
約
の
期
間
満
了
、
契
約
非
更
新
に
よ
り
借
地
契
約
は
終
了
し
た

こ
と
を
請
求
原
因
に
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
、
さ
ら
に
そ
の
建
物
が
借
地
権
者
以
外
の
者
に
占
有
さ
れ
て
い
る
と
き
は

(

通
常

は
建
物
の
賃
借
人
が
多
い)

、
そ
の
第
三
者

(

以
下
単
に
第
三
者
と
い
う
、
こ
こ
で
い
う
第
三
取
得
者
と
は
異
な
る
こ
と
注
意)

に
対
し

て
も
土
地
所
有
権
に
基
づ
き
建
物
退
去
土
地
明
渡
を
求
め
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(

須
田)

五



一
般
に
、
前
者
は
契
約
の
終
了
と
い
う
債
権
的
請
求
権
に
基
づ
く
土
地
明
渡
請
求
で
あ
り
、
後
者
は
所
有
権
に
基
づ
く
物
権
的
請
求
権

と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
賃
貸
人
が
同
法
一
四
条
に
基
づ
い
て
請
求
す
る
と
き
は
、
借
地
人
に
対
し
て
借
地
権
の
無
断
譲
渡
等
を
理
由
に
一
旦
借
地
契
約

を
解
除
し
た
う
え
で
、
借
地
人
に
対
し
て
は
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
、
第
三
取
得
者
に
対
し
て
は
建
物
退
去
土
地
明
渡
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
建
物
を
第
三
者
が
占
有
す
る
と
き
は
前
記
と
同
様
建
物
退
去
土
地
明
渡
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
も
、
前
者
は
契
約
の
終
了
と
い
う
債
権
的
請
求
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
所
有
権
に
基
づ
く
物
権
的
請
求
権
の
行

使
で
あ
る
。

こ
の
訴
訟
中
、
借
地
権
者
も
し
く
は
第
三
取
得
者
が
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
た
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
。

こ
れ
ま
で
の
判
例
は
、
裁
判
所
が
原
告
た
る
賃
貸
人
に
予
備
的
請
求
も
し
く
は
訴
の
交
換
的
変
更
を
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
建
物
買
取

代
金
の
支
払
と
引
換
に
建
物
引
渡
土
地
明
渡
請
求

(

建
物
退
去
で
な
く
建
物
引
渡
で
あ
る
意
義
は
後
述)

を
認
め
て
き
た
し

(

４)

、
学
説
も
こ

れ
が
通
説
で
あ
ろ
う

(

５)

。
ま
た
、
建
物
が
第
三
者
に
賃
貸
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
収
去
明
渡
の
請
求
に
は
建
物
の
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
を

求
め
る
趣
旨
を
包
含
す
る
も
の
と
解
し

(

６)

、
そ
の
執
行
方
法
は
旧
民
訴
七
三
六
条

(

現
民
事
執
行
法
一
七
四
条)

に
よ
り
判
決
謄
本
ま
た
は

正
本
を
第
三
者
に
呈
示
ま
た
は
送
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
物
所
有
権
移
転
の
通
知
が
あ
っ
た
と
同
一
の
効
力
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い

る
。

(

７)

し
か
し
、
建
物
引
渡
土
地
明
渡
の
判
決
で
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
建
物
収
去

(

引

渡)

土
地
明
渡
の
訴
訟
物
と
移
転
登
記
請
求
と
は
訴
訟
物
が
異
る
か
ら
で
あ
る
。
同
登
記
を
す
る
に
は
建
物
所
有
権
移
転
登
記
を
命
ず
る

給
付
判
決
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

判
例
、
通
説
の
問
題
点
は
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
て
い
る
の
に
、
訴
の
交
換
的
変
更
や
予
備
請
求
の
申
立
も
な
い
の
に
建
物
買
取
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請
求
権
の
行
使
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
建
物
引
渡
土
地
明
渡
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。

判
例
、
通
説
が
そ
れ
を
肯
定
的
に
解
す
る
根
拠
は
、
当
事
者
の
意
思
解
釈
の
問
題
と
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
て
提
訴
し
、
建

物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
と
地
上
建
物
の
所
有
権
は
地
主
に
移
転
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
段
の
反
対
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、

建
物
の
引
渡
と
土
地
の
明
渡
を
求
め
る
趣
意
を
も
含
め
て
同
請
求
を
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

(

８)

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
解
釈
は
民
訴
二
四
六
条

(

旧
民
訴
一
八
六
条)

に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
建
物
収
去
土
地
明
渡
請

求
の
訴
訟
物
を
ど
う
考
え
る
か
に
帰
着
し
よ
う

(

９)

。

賃
貸
人
が
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
る
目
的
は
貸
し
た
土
地
の
返
還
を
求
め
る
土
地
の
明
渡
に
あ
っ
て
、
建
物
収
去
を
求
め
る
の
は

執
行
法
上
土
地
明
渡
の
債
務
名
義
だ
け
で
は
建
物
の
収
去
が
で
き
な
い
の
で
土
地
明
渡
の
履
行
態
様
と
し
て
建
物
収
去
を
命
じ
て
い
る
の

に
す
ぎ
な
い
と
す
る
の
が
判
例
・
通
説
の
根
拠
で
あ
る

(�)
。

私
は
こ
の
判
例
、
通
説
に
賛
成
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
の
訴
訟
物
は
建

物
収
去
と
い
う
妨
害
排
除
請
求
権
を
体
現
し
た
も
の
と
土
地
明
渡
と
い
う
返
還
請
求
権
を
体
現
し
た
も
の
が
合
体
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
土
地
の
明
渡
が
主
眼
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
、
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
と
き
は
土
地
明
渡
と
い
う

よ
り
、
建
物
が
賃
貸
人
の
所
有
に
帰
し
た
こ
と
に
よ
り
、
建
物
所
有
権
に
基
づ
く
か
、
売
買
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
る
債
権
的
請
求
権
に

基
づ
く
建
物
の
引
渡
に
主
眼
が
移
り
、
建
物
の
引
渡
し
に
伴
っ
て
土
地
の
返
還
が
付
随
的
に
な
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
は
民
事
執
行
上
も
代
替
執
行

(

一
七
一
条)

に
よ
る
執
行
と
な
る
の
に
反
し
て
、
建
物
引
渡
の
執
行
方
法

は
執
行
官
に
よ
る
直
接
執
行
で
あ
る

(

民
執
法
一
六
八
条)

。
こ
の
よ
う
に
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
と
建
物
引
渡

(

土
地
明
渡)

と
は

訴
訟
物
も
異
な
り
、
ま
た
、
執
行
方
法
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
同
様
の
も
の
と
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い

(�)
。

さ
ら
に
、
判
例
、
通
説
は
当
事
者
の
意
思
解
釈
を
根
拠
と
す
る
が
、
そ
の
考
え
方
の
底
に
は
一
部
認
容
の
考
え
方
が
働
い
て
い
る
も
の

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(

須
田)

七



と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
部
請
求
と
か
一
部
認
容
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
金
銭
で
い
え
ば
一
○
○
万
円
の
請
求
に
対
し
て
五
○
万
円

を
認
め
る
と
か
、
建
物
全
部
の
明
渡
請
求
に
対
し
て
建
物
の
一
部
の
明
渡
を
命
じ
る
と
か
、
土
地
の
全
部
引
渡
の
請
求
に
対
し
て
一
部
の

土
地
の
引
渡
を
命
じ
る
な
ど
、
同
質
の
も
の
の
中
に
お
け
る
数
量
的
に
可
分
な
も
の
の
請
求
の
う
ち
、
そ
の
一
部
の
給
付
を
認
め
る
と
き

に
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
と
建
物
引
渡

(

土
地
明
渡)

請
求
と
は
質
的
に
相
違
す
る
も
の
で
、
両
者
を
一
部
認
容
の
範
疇
で
ひ

と
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る

(�)
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
と
き
は
、
賃
貸
人
側
が
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
の
請
求
に
加
え
て
任
意
に

建
物
引
渡
の
訴
の
追
加
的
予
備
的
変
更
申
立
も
し
く
は
訴
の
交
換
的
変
更
を
し
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
は
賃
貸
人
側
に
積
極
的
に
釈
明
権

を
行
使
し
て
、
訴
の
変
更
を
さ
せ
、
借
地
人
ま
た
は
第
三
取
得
者
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
主
張
さ
せ
、
そ
れ
を
待
っ
て
建
物
引
渡

(

土

地
明
渡)

と
代
金
の
引
換
給
付
判
決
を
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

次
に
述
べ
る
第
二
の
問
題
と
考
え
る
と
、
同
様
に
裁
判
所
は
釈
明
権
を
行
使
し
て
、
借
地
人
も
し
く
は
第
三
者
取
得
者
に
対
し
て
も
、

建
物
買
取
代
金
の
支
払
を
求
め
る
予
備
的
反
訴
を
提
起
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紛
争
を
一
回
で
解
決
で
き
る
し
、
当
事
者
の
意
思
に
合
致
し
た
解
決
が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
第
二
の
問
題
と
し
て
、
通
説
、
判
例
も
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
と
き
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
請
求
か
ら
、
建
物

引
渡

(

土
地
明
渡)

を
認
め
る
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
、
も
し
く
は
借
地
人
ま
た
は
第
三
取
得
者
が
同
時
履
行
あ
る
い

は
留
置
権
の
抗
弁
を
主
張
し
て
、
借
地
人
等
は
賃
貸
人
か
ら
金
何
円
の
買
取
代
金
を
受
領
す
る
の
と
引
換
に
、
賃
貸
人
に
対
し
て
建
物
の

引
渡

(

土
地
明
渡)

を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
反
対
に
、
借
地
人
ら
に
対
し
て
買
取
代
金
の
支
払
の
債
務
名
義
に
な
る
よ
う

な
判
決

(

賃
貸
人
は
借
地
人
に
対
し
て
、
建
物
の
引
渡

(

土
地
明
渡)

と
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
受
け
る
の
と
引
換
に
、
金
何
円
を
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支
払
え)

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
判
例
、
通
説
の
考
え
方
か
ら
い
っ
て
も
、
紛
争
を
一
挙
に
解
決
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
賃
貸
人
側
が
予
備
的
追
加
的
な
訴
の

変
更
を
し
な
い
か
ら
悪
い
と
か
、
借
地
人
ら
が
予
備
的
反
訴
を
提
起
し
な
い
か
ら
悪
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
余
計
な
紛

争
を
避
け
、
一
回
的
な
紛
争
解
決
を
目
指
す
な
ら
、
む
し
ろ
、
判
例
、
通
説
の
立
場
で
訴
訟
を
進
め
る
よ
り
、
訴
の
変
更
と
か
予
備
的
反

訴
を
勧
め
る
ほ
う
が
現
実
的
で
あ
る
。

こ
と
に
、
第
三
の
問
題
と
し
て
、
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
の
こ
と
を
考
え
る
な
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
と
、
同
時
に
建
物
の
所
有
権
は
借
地
人
ま
た
は
第
三
取
得
者
か
ら
賃
貸
人
に
移
転
さ
れ
る
と
い
っ
て

も
、
賃
貸
人
側
か
ら
所
有
権
の
移
転
登
記
を
求
め
る
訴
の
追
加
的
変
更
が
申
立
て
ら
れ
な
い
限
り
、
建
物
の
引
渡
を
主
文
に
お
い
て
命
じ
、

判
決
理
由
中
で
建
物
の
所
有
権
が
賃
貸
人
に
移
っ
た
と
認
め
ら
れ
て
も
、
登
記
実
務
上
、
そ
れ
で
は
登
記
で
き
な
い
。
さ
り
と
て
、
移
転

登
記
を
求
め
る
申
立
て
が
な
い
の
に
、
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
移
転
登
記
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
を
求
め
る
訴
訟
物
と
建
物
の
移
転
登
記
を
求
め
る
訴
訟
物
は
全
く
別
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

判
決
に
基
づ
く
登
記(

不
動
産
登
記
法
六
三
条
、
旧
法
二
七
条)

を
す
る
た
め
に
は
、
登
記
義
務
者
、
こ
の
場
合
は
借
地
人
も
し
く
は

第
三
取
得
者
に
対
し
、
一
定
内
容
の
登
記
申
請
の
意
思
表
示
を
な
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
給
付
判
決
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
、

判
例
、
通
説
で
あ
る

(�)
。

さ
ら
に
、
単
に
所
有
権
移
転
登
記
を
す
る
だ
け
な
ら
、
移
転
登
記
を
命
じ
る
給
付
判
決
が
あ
れ
ば
執
行
文
の
付
与
は
不
要
で
判
決
の
確

定
証
明
書
を
添
付
す
る
だ
け
で
足
り
る
け
れ
ど
も
、
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
同
時
履
行
の
抗
弁
権
が
主
張
さ
れ
る
と
、
貸
賃
人
側

か
ら
引
換
給
付
と
し
て
借
地
人
ら
に
対
す
る
買
取
代
金
の
支
払
と
い
う
反
対
給
付
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
引
換
給
付
を
伴
う
単
な

る
建
物
の
明
渡
、
引
渡
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
民
事
執
行
法
三
一
条
一
項
に
よ
り
建
物
の
明
渡
、
引
渡
の
現
場
に
お
い
て
反
対
給
付
を
す
る

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(
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こ
と
で
足
り
る
が
、
所
有
権
移
転
登
記
と
い
う
意
思
表
示
義
務
の
執
行
の
と
き
に
は
、
現
実
の
執
行
と
い
う
観
念
が
な
く
、
執
行
文
の
付

与
を
も
っ
て
執
行
が
完
了
す
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
反
対
給
付
の
履
行

(

通
常
は
相
手
方
に
代
金
を
提
供
す
る
と
か
、
法
務
局
に
弁
済
供

託
す
る
こ
と
に
な
ろ
う)

を
し
て
、
執
行
文
を
も
ら
い
、
登
記
申
請
す
る
こ
と
に
な
る

(�)

。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
格
好
の
事
件
が
あ
っ
た
。
最
判
昭
和
四
二
年
九
月
一
四
日

(

民
集
二
一
・
七
・
一
七
九
一)

の
事
例
で
あ
る
。

事
案
は
借
地
権
の
無
断
譲
渡
で
あ
る
と
し
て
借
地
権
付
建
物
譲
受
人

(

本
稿
で
い
う
第
三
取
得
者)

に
対
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
請

求
訴
訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
第
三
者
取
得
者
は
借
地
法
一
○
条
に
よ
る
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
た
。
こ
の
た
め
第
三
取
得
者
は
賃

貸
人
に
対
し
て
買
取
代
金
三
○
万
円
の
支
払
と
引
き
換
え
に
建
物
お
よ
び
敷
地
を
明
渡
せ
と
い
う
判
決
が
な
さ
れ
た
。
判
決
に
基
づ
き
、

賃
貸
人
は
執
行
文
の
付
与
を
受
け
単
独
の
登
記
申
請
に
よ
っ
て
第
三
取
得
者
か
ら
賃
貸
人
へ
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
た
。

登
記
原
因
は
判
決
に
執
行
文
を
得
た
日
の
日
付
に
よ
る
売
買
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
者
取
得
者
が
登
記
原
因
を
欠
く
無
効
な

登
記
で
あ
る
と
主
張
し
て
抹
消
登
記
を
求
め
る
後
訴
を
提
起
し
た
。
賃
貸
人
は
後
訴
の
際
中
に
、
買
取
代
金
三
○
万
円
の
提
供
を
第
三
取

得
者
に
し
た
け
れ
ど
も
拒
絶
さ
れ
た
の
で
弁
済
供
託
し
た
。

二
審
判
決
は
登
記
を
す
る
た
め
の
判
決
と
は
、
登
記
を
命
ず
る
給
付
判
決
を
い
い
、
そ
れ
以
外
の
判
決
を
含
ま
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ

る
と
し
、
建
物
の
明
渡
を
命
ず
る
に
す
ぎ
な
い
判
決
に
基
づ
い
て
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
す
る
の
は
違
法
で
あ
る
し
、
同
登
記
に
は

権
利
変
動
の
日
付
と
態
様
に
つ
い
て
登
記
と
現
実
に
齟
齬
が
あ
る
と
し
た
も
の
の
、
登
記
は
現
在
の
権
利
状
態
と
一
致
し
て
お
り
、
反
対

給
付
も
あ
っ
た
こ
と
、
登
記
当
時
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
が
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
第
三
取
得
者
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

第
三
取
得
者
が
上
告
し
た
け
れ
ど
も
、
最
高
裁
も
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
し
て
第
三
取
得
者
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
建
物
の
引
渡
を
命
じ
る
判
決
の
み
で
は
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
は
で
き
な
い
し
、
建
物
の
移
転
登
記
を
す
る
に
は
移

転
登
記
を
命
ず
る
給
付
判
決
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、
貸
賃
人
側
か
ら
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
借
地
人
も
し
く
は
第
三
者
取
得

者
が
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
す
れ
ば
、
判
例
、
通
説
の
よ
う
な
曖
昧
な
取
扱
を
す
る
の
で
は
な
し
に
、
前
記
の
よ
う
に
貸
賃
人
に
対
し

て
は
訴
の
予
備
的
追
加
的
変
更
か
訴
の
交
換
的
変
更
を
さ
せ
、
借
地
人
ら
に
対
し
て
は
予
備
的
反
訴
を
提
起
さ
せ
る
よ
う
に
訴
訟
進
行
を

計
る
の
が
ベ
タ
ー
で
あ
ろ
う
。

判
例
、
通
説
の
よ
う
に
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
と
き
、
買
取
代
金
と
引
換
に
建
物
引
渡

(

土
地
明
渡)

を
命
じ
た
だ
け
で
は

建
物
の
移
転
登
記
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
残
り
、
紛
争
を
抜
本
的
に
解
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
借
地
人
ま
た
は
第
三
取
得
者
は
買
取

代
金
に
関
す
る
債
務
名
義
に
な
る
も
の
が
な
い
の
で
、
自
か
ら
積
極
的
に
賃
貸
人
に
支
払
を
求
め
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
の
問
題
は
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
が
あ
っ
た
後
、
賃
貸
人
が
任
意
に
、
あ
る
い
は
裁
判
所
の
釈
明
に
応
じ
て
訴
の
追
加
的
変

更
を
申
立
て
た
と
き
で
あ
る
。(

他
方
で
、
借
地
権
者
ま
た
は
第
三
取
得
者
が
建
物
引
渡
等
と
引
換
に
買
取
代
金
の
支
払
を
求
め
る
反
訴

を
提
起
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
あ
ま
り
理
論
的
に
問
題
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え
る)

。

申
立
の
趣
旨
は
、
借
地
人
、
第
三
取
得
者
に
対
し
て
、
建
物
引
渡
、
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
る
こ
と
に
な
る

(

も
と
よ
り
代

金
と
引
換
に
求
め
て
も
よ
い)

。
こ
れ
に
対
し
て
借
地
人
等
は
当
然
の
如
く
建
物
買
取
代
金
に
基
づ
き
留
置
権
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を

主
張
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
判
例
、
学
説
と
も
建
物
買
取
代
金
の
請
求
と
同
時
に
留
置
権
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
主
張
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
る

(�)

。

判
例
は
こ
の
よ
う
な
場
合
、
建
物
買
取
代
金
の
支
払
が
建
物
の
引
渡
と
引
換
給
付
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
建
物
所
有
権
移

転
登
記
義
務
と
は
引
換
給
付
の
関
係
に
は
な
く
、
無
条
件
で
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た

(�)
。

こ
れ
に
対
し
、
鈴
木
禄
弥
教
授
ら
は
借
地
人
等
が
代
金
と
引
換
の
同
時
履
行
の
抗
弁
を
提
出
し
た
と
き
は
建
物
の
引
渡
の
み
で
な
く
移

転
登
記
義
務
も
相
互
に
対
価
的
関
係
に
立
つ
と
さ
れ
る

(�)
。
私
も
判
例
に
反
対
で
、
鈴
木
説
に
賛
成
す
る
。
そ
れ
こ
そ
当
事
者
な
か
ん
ず
借

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(

須
田)

一
一



地
人
等
の
意
思
解
釈
で
も
あ
る
。
判
例
は
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
推
測
す
る
に
お
そ
ら
く
、
そ
の
一
つ
は
、
建

物
の
引
渡
と
引
換
給
付
に
し
て
お
け
ば
移
転
登
記
と
引
換
給
付
に
し
て
お
か
な
く
て
も
、
結
果
と
し
て
賃
貸
人
は
買
取
代
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
、
二
つ
に
は
事
案
は
留
置
権
の
行
使
で
あ
っ
た
の
で
、
留
置
権
は
あ
く
ま
で
物
を
留
置
し

て
お
く
権
利
だ
か
ら
建
物
引
渡
と
引
換
給
付
で
足
る
考
え
た
も
の
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
主
張
す
れ
ば
結
果
は

異
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
す
れ
ば
売
買
類
似
の
効
果
が
発
生
す
る
と
す
れ
ば
、
買
主
の
代
金
支
払

義
務
と
売
主
の
建
物
引
渡
、
所
有
権
移
転
登
記
義
務
は
対
価
的
牽
連
関
係
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

判
例
の
い
う
よ
う
に
建
物
の
引
渡
と
引
換
に
買
取
代
金
の
支
払
を
命
じ
て
お
け
ば
、
結
果
的
に
は
代
金
は
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
が
、
結
果
よ
け
れ
ば
全
て
よ
し
と
い
う
こ
と
で
済
ま
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
は
建
物
の
移
転
登
記
義
務
に
つ
い
て
も

引
換
給
付
に
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
借
地
人
が
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
た
の
み
で
同
時
履
行
の
抗
弁
等
を
主
張
し
な
け
れ
ば
、
抗
弁
権
の
主
張
が
な
い
以
上
、

無
条
件
の
建
物
引
渡
、
所
有
権
移
転
登
記
請
求
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は
借
地
人
側
に
酷
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
は

釈
明
し
て
借
地
人
等
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
等
を
主
張
さ
せ
る
の
が
よ
い
。

５

建
物
収
去
土
地
明
渡
を
命
じ
る
判
決
確
定
後
の
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使

次
に
、
賃
貸
人
が
賃
借
期
間
満
了
、
契
約
の
非
更
新
に
よ
り
賃
貸
借
契
約
が
終
了
し
た
と
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
、
も
し
く

は
、
借
地
人
が
借
地
権
付
建
物
を
無
断
譲
渡
等
し
た
と
し
て
借
地
人
に
は
借
地
契
約
解
除
を
原
因
に
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
、
第
三
取
得

者
に
は
所
有
権
に
基
づ
い
て
建
物
退
去
土
地
明
渡
を
求
め
て
提
訴
し
、
借
地
人
も
し
く
は
借
地
人
お
よ
び
第
三
取
得
者
の
い
ず
れ
に
対
し
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て
も
勝
訴
し
て
、
そ
の
判
決

(

以
下
前
訴
判
決
と
い
う)

が
確
定
し
た
後
、
借
地
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
は
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使

で
き
る
か
、
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
法
律
関
係
は
ど
う
な
る
か
検
討
す
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
の
第
一
の
問
題
は
前
訴
確
定
判
決
の
効
力
は
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
を
遮
断
す
る
か
で
あ
る
。

最
高
裁
は
こ
れ
ま
で
、
同
じ
形
成
権
で
あ
る
取
消
権
に
つ
い
て
は
判
決
に
よ
る
遮
断
効
を
認
め

(

Ｓ
三
六
・
一
二
・
二
一
民
集
一
五
・

一
一
・
二
七
七
八)
、
白
地
手
形
の
補
充
権
に
つ
い
て
も
遮
断
効
を
認
め
て
い
た

(

Ｓ
五
七
・
三
・
三
○
民
集
三
六
・
三
・
五
○
一)

。

相
殺
権
に
つ
い
て
は
遮
断
効
を
否
定
し
て
相
殺
権
の
行
使
を
認
め

(

最
判
Ｓ
四
○
・
四
・
二
民
集
一
九
・
三
・
五
三
九)

、
解
除
権
に

つ
い
て
は
、
遮
断
効
否
定
説
と
同
趣
旨
の
結
論
を
採
っ
て
い
る

(

最
判
Ｓ
五
九
・
一
・
一
九
判
時
一
一
○
五
・
四
八)

。

こ
う
し
た
な
か
で
建
物
買
取
請
求
権
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
借
地
人
は
貸
賃
人
が
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
た
訴
訟
の
中
で
、
建
物

買
取
請
求
権
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
実
体
上
の
建
物
買
取
請
求
権
の
消
滅
事
由
に
あ
た
る
も
の

で
は
な
く
、
第
三
取
得
者
は
そ
の
後
に
お
い
て
も
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
て
地
主
に
対
し
て
建
物
の
代
金
を
請
求
で
き
る
と
判
示
し

た

(

最
判
Ｓ
五
二
・
六
・
二
○
集
民
一
二
一
・
六
三)

。
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
と
は
い
え
、
最
高
裁
は
建
物
買
取
請
求
権
に
つ

い
て
、
前
訴
の
事
実
審
口
頭
弁
論
終
結
時

(

以
下
基
準
時
と
い
う)

以
降
に
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
で
き
る
と
し
、
前
訴
判
決
の
遮
断

効
に
よ
っ
て
建
物
買
取
買
取
請
求
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

す
す
ん
で
、
第
二
の
問
題
は
賃
貸
人
が
前
訴
の
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
判
決
に
基
づ
い
て
強
制
執
行
し
て
き
た
と
き
、
借
地
人
も
し
く

は
第
三
者
取
得
者
は
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
を
も
っ
て
強
制
執
行
の
不
許
を
求
め
る
た
め
請
求
異
議
訴
訟
を
提
起
で
き
る
か
に
つ
き
、

前
訴
確
定
判
決
が
あ
っ
て
も
賃
借
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
は
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
た
上
、
買
取
請
求
権
の
行
使
の
効
果
を
異
議

事
由
と
し
て
強
制
執
行
の
不
許
を
求
め
る
請
求
異
議
の
訴
を
提
起
で
き
る
と
判
示
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
建
物
買
取
請
求
権
は
建
物
収

去
土
地
明
渡
請
求
権
の
発
生
原
因
に
内
在
す
る
瑕
疵
に
基
づ
く
権
利
と
は
異
な
り
、
こ
れ
と
は
別
個
の
制
度
目
的
お
よ
び
原
因
に
基
づ
い

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(

須
田)

一
三



て
発
生
す
る
権
利
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
を
前
訴
中
に
行
使
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
同
権
利
が
削
減

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
が
あ
る
と
、
借
地
人
等
の
建
物
収
去
義
務
が
消
滅
し
、
前
訴
確
定
判
決
は
訴
え
の

限
度
で
執
行
力
を
失
う
か
ら
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
の
効
果
は
、
民
執
法
三
五
条
二
項
所
定
の
口
頭
弁
論
終
結
後
に
生
じ
た
異
議
事

由
に
該
当
す
る
と
判
示
し
た
。(

最
判
Ｈ
七
・
一
二
・
一
五
民
集
四
九
・
一
○
・
三
○
五
一)

。
お
お
か
た
の
学
説
も
こ
れ
に
賛
成
し
て
い

る
。

(�)
第
三
の
問
題
は
、
請
求
異
議
訴
訟
を
提
起
す
る
と
き
は
、
賃
貸
人
の
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
確
定
判
決
に
基
づ
く
強
制
執
行
に
備
え
て
、

借
地
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
は
民
事
執
行
法
三
六
条
に
よ
り
執
行
停
止
を
得
て
お
く
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
仮
に
、
執
行
停
止
を
得
て

い
な
く
て
も
前
訴
判
決
の
執
行
力
は
建
物
買
取
請
求
の
行
使
に
よ
り
一
部
執
行
力
を
失
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

判
例
、
通
説
で
は
建
物
の
所
有
権
が
買
取
請
求
権
の
行
使
に
よ
り
地
主
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
借
地
人
等
の
建
物
の
収
去
義

務
は
な
く
な
る
が
、
建
物
退
去
土
地
明
渡
の
範
囲
内
で
執
行
力
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
借
地
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
は
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
て
執
行
の
一
部
不
許
の
請
求
異
議
訴
訟
を
提
起
す
る

と
と
も
に
、
代
金
の
支
払
あ
る
ま
で
留
置
権
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
主
張
で
き
る
こ
と
は
４
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
所
有
権
移
転

登
記
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

第
四
の
問
題
は
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
判
決
の
基
準
時
後
に
建
物
買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
請
求
異
議
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
と
き
に
、

ど
の
よ
う
な
判
決
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
、
つ
ま
り
、
前
訴
判
決
の
執
行
力
は
ど
の
範
囲
に
お
い
て
保
持
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。

判
例
、
通
説
は
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
に
よ
り
建
物
は
賃
貸
人
の
所
有
に
帰
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
借
地
人
等
の
建
物
を
収
去
す
る

義
務
は
消
滅
し
、
前
訴
判
決
の
債
務
名
義
は
建
物
退
去
土
地
明
渡
の
範
囲
で
な
お
執
行
力
を
保
持
す
る
と
し
て
い
る

(�)
。
そ
の
時
の
判
決
主

文
の
表
示
は
後
記
の
と
お
り
。
そ
の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
前
記
４
の
第
一
の
問
題
と
同
様
で
、
建
物
を
収
去
し
て
土
地
の
明
渡
を
命
じ
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た
部
分
の
う
ち
に
は
建
物
か
ら
退
去
す
る
こ
と
に
よ
る
土
地
の
明
渡
を
命
じ
る
趣
旨
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
か
、
紛
争
の
一
回
的
解
決
を

期
待
し
た
当
事
者
の
意
思
を
忖
度
し
た
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
判
例
、
通
説
と
は
見
解
を
異
に
し
、
少
数
説
に
賛
成
す
る
こ
と
前
記
４
の
記
述
と
同
様
で
あ
る
が
、
判
例
通
説
の
根
拠
と
す
る

前
者
の
理
由
に
対
し
て
は
、
や
は
り
訴
訟
物
が
異
な
る
も
の
を
小
は
大
の
内
に
包
含
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
し
、
後
者
に
つ
い
て
も
基
準

時
後
に
建
物
自
体
の
社
会
的
効
用
の
保
持
と
い
う
政
策
的
見
地
か
ら
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
以
上
、
再
訴
は
や

む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
と
に
、
借
地
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
が
新
し
く
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
て
請
求
異
議
訴
訟
に
及
ん

だ
以
上
賃
貸
人
も
応
訴
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
賃
貸
人
が
同
訴
訟
に
お
い
て
反
訴
を
提
起
し
て
建
物
引
渡
と
建
物
の
所
有
権
移

転
登
記
を
求
め
れ
ば
済
む
こ
と
で
、
そ
れ
ほ
ど
手
数
が
か
か
る
こ
と
で
も
な
い
。

な
お
、
こ
こ
で
判
例
が

｢

建
物
退
去
土
地
明
渡｣

と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
最
判
は
前
記
の
と
お
り
注
意

深
く
建
物
引
渡
土
地
明
渡
と
し
て
い
る
。
念
の
た
め
に
大
阪
地
方
裁
判
所
の
執
行
官
室
で
確
認
し
て
み
た
が
、
建
物
退
去
の
強
制
執
行
の

申
立
は
受
付
け
て
い
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
建
物
退
去
の
執
行
を
し
て
も
建
物
を
無
占
有
状
態
に
す
る
だ
け
で
引
渡
の
観
念

が
な
い
か
ら
で
あ
る

(�)
。

し
た
が
っ
て
、
私
は
仮
に
判
例
通
説
に
よ
っ
て
判
決
す
る
に
し
て
も
、
建
物
引
渡(

土
地
明
渡)

と
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
五
の
問
題
は
、
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
で
あ
る
。
通
説
、
判
例
の
よ
う
に
期
間
満
了
に
よ
る
借
地
契
約
の
終
了
ま
た
は
借
地
権
の

無
断
譲
渡
等
に
よ
っ
て
借
地
契
約
が
解
除
さ
れ
、
賃
貸
人
が
借
地
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
に
対
し
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
訴
訟
提
起
に

及
ん
で
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
命
じ
る
判
決
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
確
定
し
て
後
、
借
地
人
等
に
よ
っ
て
裁
判
上
、
裁
判
外
で
建
物
買
取
請

求
が
行
使
さ
れ
賃
貸
人
に
対
し
て
請
求
異
議
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
と
、
裁
判
所
は
前
訴
判
決
主
文
何
項
に
基
づ
く

｢

強
制
執
行
は
賃
貸
人

に
お
い
て
、
借
地
人
ら
を
し
て
建
物
か
ら
退
去
さ
せ
て
土
地
を
明
渡
さ
せ
る
限
度
を
超
え
て
こ
れ
を
許
さ
な
い｣

と
判
決
を
す
る
こ
と
に

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(

須
田)

一
五



な
ろ
う
が
、
仮
に
、
こ
の
判
決
で
強
制
執
行
が
で
き
る
と
し
て
も
建
物
の
引
渡
が
限
度
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

つ
ま
り
、
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
ど
う
す
る
か
と
い
え
ば
、
前
記
４
で
述
べ
た
と
お
り
、

賃
貸
人
は
請
求
異
議
訴
訟
に
お
い
て
反
訴
を
提
起
し
て
建
物
の
引
渡
と
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
る
ほ
か
な
い
し
、
借
地
人
等
も
請
求
異

議
訴
訟
に
併
合
し
て
買
取
代
金
の
支
払
を
求
め
る
ほ
か
な
い
。
建
物
買
取
代
金
の
支
払
と
引
換
で
な
け
れ
ば
建
物
明
渡
の
限
度
に
お
い
て

も
執
行
を
許
さ
な
い
旨
の
申
立
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
説
も
あ
る

(�)

が
、
建
物
の
移
転
登
記
の
問
題
は
残
る
し
、
ま
し
て
や
、
賃
貸
人
側
の

債
務
名
義
に
な
る
も
の
が
な
い
。
当
事
者
が
こ
れ
ら
の
申
立
を
し
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
は
釈
明
権
を
行
使
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

判
例
、
通
説
の
紛
争
の
一
回
解
決
性
を
い
く
ら
強
調
し
て
も
、
建
物
の
移
転
登
記
の
こ
と
を
考
え
る
と
一
回
で
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
建
物
の
移
転
登
記
の
債
務
名
義
を
得
る
に
は
再
訴
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

６

ま
と
め

以
上
の
と
お
り
賃
貸
人
が
借
地
期
間
満
了
を
理
由
に
、
も
し
く
は
借
地
権
の
無
断
譲
渡
等
を
理
由
に
借
地
人
や
第
三
取
得
者
を
相
手
に

建
物
収
退
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
を
提
起
し
、
借
地
人
も
し
く
は
第
三
取
得
者
が
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
た
と
き
、
賃
貸
人
の
訴
の

変
更
を
待
た
ず
に
建
物
引
渡

(

土
地
明
渡)

を
命
じ
る
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
例
、
通
説
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
建
物
の
移
転

登
記
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
は
借
地
人
等
に
建
物
買
取
代
金
の
支
払
を
命
じ
る
債
務
名
義
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
紛
争
は
一
回
で
解
決
し
な
い
。

一
回
で
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
裁
判
所
が
賃
貸
人
に
対
し
て
釈
明
権
を
行
使
し
、
ま
た
は
賃
貸
人
が
任
意
に
訴
の
予
備
的
ま

た
は
交
換
的
変
更
を
申
立
て
る
ほ
か
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
と
建
物
引
渡
と
は
訴
訟
物
が
異
な
り
、
両
者
を
同
一
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視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
賃
貸
人
に
建
物
引
渡
と
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
る
よ
う
申
立
て
さ
せ
、
建
物
引
渡

(

土
地
明

渡)
と
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
建
物
買
取
代
金
の
支
払
と
引
換
に
命
じ
る
よ
う
明
確
な
取
扱
を
し
て
お
く
の
が
よ
い
し
、
借
地
人
ら

に
対
し
て
も
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
建
物
引
渡
、
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
と
引
換
に
建

物
買
取
代
金
の
請
求
の
反
訴
を
提
起
さ
せ
、
債
務
名
義
を
得
さ
せ
る
よ
う
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
理
は
、
建
物
収
退
去
土
地
明
渡
の
判
決
確
定
後
に
裁
判
上
、
裁
判
外
に
お
い
て
建
物
買
取
請
求
権
を
行
使
し
た
と
き
に
も
当
て
は

ま
る
。
こ
の
場
合
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
紛
争
は
一
回
限
り
で
終
結
さ
あ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
基
準
時
後
に
建
物
買
取
請
求
権

の
行
使
を
政
策
的
に
認
め
る
以
上
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
後
訴
に
お
い
て
は
建
物
の
引
渡
、
所
有
権
移
転
登
記
と
買
取
代
金
の
支

払
が
相
互
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
な
判
決
を
し
て
紛
争
を
終
局
的
に
解
決
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
た
め
に
は
裁
判
所
の

後
見
的
か
つ
積
極
的
な
釈
明
権
の
行
使
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

(

１)

鈴
木
禄
弥
、
生
熊
長
幸

｢

新
版
注
釈
民
法｣
一
五
巻
五
八
九
頁
ほ
か

(

２)

前
同

(

１)

五
九
五
頁
、
我
妻
栄

｢

債
権
各
論
中
巻｣

四
九
一
頁

(

３)

前
同

(

１)

五
九
○
頁
ほ
か

(

４)

最
判
Ｓ
三
三
・
六
・
六
民
集
一
二
・
九
・
一
三
八
四
、
最
判
Ｓ
三
六
・
二
・
二
八
民
集
一
五
・
二
・
三
二
四
、
大
判
Ｓ
一
四
・
八
・
二
四

民
集
一
八
・
八
七
七
、
大
判
Ｓ
九
・
六
・
一
五
民
集
一
三
・
一
○
○
○

(

５)

前
掲

(

１)

六
○
○
頁
、
中
田
淳
一

(

判
例
批
評)

民
商
五
九
・
一
・
一
七
五
ほ
か

(

６)

前
掲

(

４)

の
昭
和
三
六
最
判

(

７)

前
掲

(

６)

の
最
判
解
説

(

三
淵
筆)

五
二
頁

(

８)

前
掲

(

４)

の
昭
和
三
三
年
の
最
判
解
説

(

井
口
筆)

一
四
九
頁

建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
訴
訟
法
上
の
諸
問
題

(

須
田)

一
七



(
９)

賀
集
唱

｢

建
物
収
去
、
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
の
訴
訟
物｣

『

不
動
産
法
体
系
Ⅵ』

二
○
頁
、
田
尾
桃
二

｢

買
取
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
場

合
の
判
決
主
文
の
表
示
方
法｣

『

民
事
実
務
ノ
ー
ト
三
巻』

七
六
頁
。

(

10)
村
松
俊
夫

｢

既
判
力
と
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使｣

法
時
三
○
・
二
・
九
○
、
中
田
淳
一
前
掲

(

５)
(

11)
畑
郁
夫

｢

建
物
買
取
請
求
の
行
使
と
請
求
異
議
訴
訟｣

『

司
法
研
修
所
一
五
周
年
記
念
論
文
集
上』

所
収
三
五
○
頁
、
同

(

判
例
批
判)

民
商
一
一
五
・
四
〜
五
・
七
○
七

(

12)

前
同
11

(

13)

大
判
Ｓ
四
四
・
一
二
・
二
二
民
録
一
七
・
八
七
七
、
学
説
は
並
木
茂

｢

判
決
に
よ
る
登
記｣

『

不
動
産
登
記
講
座
一
巻』

所
収
三
六
一
頁

ほ
か

(

14)

並
木
茂
前
掲

(

13)
(

15)

前
掲

(

４)

の
最
判
三
三
・
六
・
六
判
決
ほ
か
、
我
妻
前
掲

(

２)

、
宇
佐
美
隆
男

｢

注
釈
民
事
執
行
法
二
巻｣

四
二
五
頁
、
近
藤
完
爾

｢

執
行
関
係
訴
訟｣

(

全
訂
版)
二
七
七
頁
ほ
か

(

16)

最
判
Ｓ
五
二
・
一
二
・
八
金
法
八
五
○
・
三
八

(

17)

鈴
木
ら
前
掲

(

１)

六
○
五
頁

(

18)

宇
佐
美
隆
男
前
掲

(

15)

、
吉
井
直
昭

｢
注
解
民
事
執
行
法
一
巻｣

六
一
三
頁
、
高
島
義
郎

(

判
例
研
究)

民
商
五
四
・
三
・
四
○
一
、

坂
田
宏

｢

判
例
評
論｣

四
五
二
・
二
○
四
、
春
日
偉
知
郎

｢

平
成
七
年
度
重
要
判
例
解
説｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
○
九
一
・
一
一
五
、
上
原
敏
夫

｢

判
例
研
究｣

Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
○
三
・
六
二
、
近
藤
完
爾
前
掲

(

15)

。
反
対
説
に
渋
川
満

｢

建
物
収
去
・
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
と
建
物
買
取
請
求

権
の
行
使｣

『

実
務
民
訴
講
座
四
巻』

八
七
頁
ほ
か
。

(

19)

東
京
高
判
Ｈ
二
・
一
○
・
三
○
判
時
一
三
七
九
・
八
三
、
福
岡
高
判
Ｈ
七
・
一
二
・
五
判
時
一
五
六
九
・
六
八
、
吉
井
直
昭
前
掲

(

18)

、

宇
佐
美
隆
男
前
掲

(

15)

ほ
か
。
な
お
、
中
野
貞
一
郎

｢

執
行
力
の
客
観
的
範
囲｣

『

実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
下
巻』

三
三
○
頁
は
転
換

執
行
か
ら
説
明
さ
れ
る
。

(

20)

こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
に
田
尾
桃
二
前
掲

(

９)
(

21)

中
野
貞
一
郎
前
掲

(

19)

、
高
橋
宏
志

『

重
点
講
義
民
事
訴
訟
法
上�』
五
四
八
頁

島
大
法
学
第
五
二
巻
第
二
号

一
八


